
食事提供のポイント

離乳期のポイント　

教育・保育施設等における誤嚥事故防止のための食事提供のポイント
　令和６年度子ども・子育て支援調査研究事業「教育・保育施設等における食事中の誤嚥事故防止対策に関する調査研究」において、こどもの食事に関わる皆さんに知っておいていただきたい食事提
供のポイントについて「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン」を基にとりまとめましたので、ご活用ください。

給食・おやつだけではなく、園庭での栽培活動や、季節の行事など、通常の食事提供とは異なる場面にも注意しましょう。（報告書付録を参照）

離乳期のこどもの介助をする時は、＜食事提供のポイント＞に加えて、以下のポイントにも注意しましょう。

全ての食材が、誤嚥に
つながる可能性がある
ことを知っておきましょ
う。

パンなど、ありふれた食材でも誤嚥事故が発生しています。
無理に完食させようとしたり、食事を急かすことは、誤嚥
につながるおそれがあります。

食事の時は、水分を
摂らせて、のどを潤す
ようにしましょう。

こどもが慌てて食べないように、こど
ものペースに合わせて、食材を口に
運ぶようにしましょう。

食事中は、こどもを
驚かせないようにし
ましょう。

食事中に「眠くなる」
「怒る」「泣く」場合は、
食事を中断しましょう。

飲み込めずに口の中
に残っているものがあ
る時は、無理に飲み込
ませず、吐き出させま
しょう。

ゆとりある時間を確保
して、よく噛んで食べ
るように伝えましょ
う。

口を開けた時に、舌
と床が平行となる
ように背もたれ等
を調整しましょう。

こどもから離れる
時は、別の職員等
に対応を引き継ぐ
ようにしましょう。

対応を別の職員に引き継ぐ場合には、こどもの食事に関
する特徴を伝えるようにしましょう。

●カバーやマット等を
利用して、正しく座
れるように工夫しま
しょう。

●足の裏が床につく高
さでイスに座らせ、
机は肘がつく高さと
し、正面を向くよう
に調整しましょう。

「遊びながら」「しゃべ
りながら」食べないよ
うに伝えましょう。

食べ方に注意が必要
な食材は、あらかじめ
注意を呼びかけま
しょう。

急に抱き上げる、口の中に指を入れるなどによって、
驚いた拍子に口の中の食べ物を吸い込んで、誤嚥に
つながるおそれがあります。

自らも落ち着いて介助に当たることができるよう
に、ゆとりある時間を確保しましょう。

無理矢理指を入れて取り出すのではなく、こどもが自分で
吐き出すように伝えましょう。

「パサパサして飲み込みにくい」、「口の中でばらばらに
なりやすい」など、食材の特徴に合わせた注意を呼びか
けましょう。

上記の状態では、通常の咀嚼・嚥下がで
きないので、口の中に食べ物が残っていな
いか確認した上で、食事は中断しましょう。

口の中に食べ物が残ったまま遊んだり、しゃべったりする
と、誤嚥につながるおそれがあります。

水分を摂取すると、食べ物が喉を通りやすくなり、誤嚥の
予防になります。

ごはん、パン類、いも
類、カステラは、特に以
下のポイントに配慮しま
しょう。

●水分を摂らせて、のどを潤してから提供しましょう。
●口の中に詰め込みすぎないように注意しましょう。
●よく噛んで食べるように伝えましょう。　

正しい姿勢で食べることを伝えましょう

離乳初期

離乳中期以降

合 １回に口に入れる食材の量や大きさ
は、こどもの口に合うように調整し、詰
めすぎないようにしましょう。

離乳初期の１回に口に入れる食材の量は、浅めの
スプーン半分くらいを目安にして、その後は口腔機
能の発達に合わせて調節しましょう。

量 口の中に食材が残っていないことを
見て確認してから、次の一口を食べ
させるようにしましょう。
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眠くなった時
の対応は？


